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▼
大
阪
・
関
西
万

博
で
「
は
ぐ
れ
た
事

件
」
第
２
弾
。
従
姉

妹
と
私
は
混
雑
し
た

会
場
で
は
ぐ
れ
、
ス

マ
ホ
を
車
に
忘
れ
た

従
姉
妹
と
連
絡
が
つ

か
ず
途
方
に
暮
れ
る
。

２
時
間
ほ
ど
過
ぎ
た
頃
、
私
の
携

帯
番
号
を
探
し
あ
て
た
従
姉
妹
か

ら
電
話
が
。「
帰
る
新
幹
線
に
乗
る

た
め
に
東
口
か
ら
で
て
地
下
鉄
に

乗
っ
て
い
る
」
と
！
荷
物
は
私
の

車
の
中
。
急
ぎ
、
駐
車
場
に
向
か

う
た
め
タ
ク
シ
ー
を
捕
ま
え
事
情

を
話
す
と
運
転
手
さ
ん
は
「
万
博

に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
け
ど
夢

洲
と
新
大
阪
を
つ
な
ぐ
高
速
道
路

が
大
阪
Ｉ
Ｒ
用
に
開
通
。
バ
ス
と

登
録
タ
ク
シ
ー
だ
け
が
通
過
で
き

る
。
そ
れ
で
行
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
」
と
。
か
く
し
て
新
大
阪
で
再

会
。
今
回
は
救
わ
れ
た
け
ど
Ｉ
Ｒ

の
事
業
が
こ
ん
な
に
進
ん
で
い
た

こ
と
に
も
び
っ
く
り
。

　

▼
富
田
林
市
は
障
が
い
者
雇
用

会
議
開
催
な
ど
を
通
じ
て
「
共
生

社
会
の
実
現
」
を
め
ざ
し
尽
力
し

て
い
る
。
一
般
雇
用
促
進
に
向
け

て
人
の
支
援
に
加
え
、「
で
き
な
い

部
分
」
を
補
い
「
で
き
る
部
分
」

を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的
に
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
聴
覚
障
害
者
へ
は
音
声

認
識
Ａ
Ｉ
で
会
議
内
容
な
ど
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
文
字
化
す
る
。
視

覚
障
害
者
へ
は
書
類
な
ど
文
書
を

Ａ
Ｉ
で
音
声
に
て
説
明
す
る
。
こ

の
よ
う
に
障
害
特
性
に
応
じ
た
業

務
支
援
が
可
能
だ
。今
後
は
行
政
・

支
援
者
側
、
会
社
側
双
方
が
知
恵

を
絞
っ
て
障
壁
を
取
り
除
き
共
生

社
会
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。

茶
山
台
公
　
　
社

団
地
で
電
動
カ
ー
ト



　

ク
ビ
ア
カ
の
食
害
に
よ
る
桜

の
立
ち
枯
れ
は
、
泉
北
全
域
に

波
及
。
隣
接
の
和
泉
市
光
明
台

に
も
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

光
明
池
地
区
で
は
、
駅
ホ
ー

ム
の
法の
り
め
ん面
に
数
本
の
桜
が
あ
る

が
、
す
べ
て
ひ
ん
死
の
状
態
で

あ
る
こ
と
が
車
で
通
り
が
か
っ

た
人
に
は
一
目
で
わ
か
る
。
光

明
台
と
の
境
、
成
美
高
校
裏
手

の
城
山
公
園
大
池
で
は
ほ
と
ん

ど
の
桜
が
立
ち
枯
れ
寸
前
だ
。

周
辺
に
は
す
で
に
切
り
倒
さ
れ

た
跡
も
目
立
つ
。

　

さ
ら
に
光
明
台
に
入
る
と
、

ス
パ
リ
フ
レ
そ
ば
の
２
丁
目
、

美
木
多
地
区
と
の
境
界
線
沿
い

に
桜
が
給
水
塔
付
近
ま
で
植
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
並
木
は

根
元
に
ク
ビ
ア
カ
防
止
の
ネ
ッ

ト
が
巻
か
れ
て
い
な
い
。
比
較

的
若
木
で
、
食
害
も
泉
北
ほ
ど

ひ
ど
く
は
な
い
。
し
か
し
根
元

根
元
に
こ
も
っ
て
い
る
幼
虫
が

４
月
頃
か
ら
飛
び
出
し
、
周
り

の
桜
を
食
い
荒
ら
す
。
３
年
前

ま
で
は
泉
ヶ
丘
地
区
と
栂
地
区

だ
け
だ
っ
た
被
害
が
、
あ
っ
と

い
う
間
に
光
明
池
地
区
も
。
堺

市
は
枯
れ
た
桜
を
切
り
倒
す
だ

け
で
、
代
わ
り
の
植
樹
は
ほ
と

ん
ど
で
き
て
い
な
い
。
な
ぜ
か

近
大
病
院
周
辺
だ
け
植
樹
。
特

に
晴
美
台
、
槇
塚
台
、
大
蓮
公

園
、
竹
城
台
の
緑
道
沿
い
は
絶

望
的
だ
。 

〔
さ
ら
が
い
〕

に
は
虫
の
食
べ
か
す
が
目
立
つ
。

か
な
り
の
本
数
だ
。
堺
市
の
よ

う
に
薬
剤
注
入
を
怠
っ
て
い
る

と
、
光
明
台
全
域
に
広
が
る
か

も
。

　

泉
北
の
桜
は
他
市
と
違
っ
て

50
年
前
に
府
企
業
局
が
一
斉
に

植
え
た
５
〜
６
千
本
が
寿
命
を

迎
え
て
い
る
。
だ
か
ら
延
命
策

を
し
て
も
、
早
晩
枯
れ
る
時
期

に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
か
多
額
の
薬
剤
を
使
う
こ

と
を
節
約
し
て
き
た
。
冬
季
に

　

昨
年
10
月
４
日
に
運
行
を
開

始
し
た
大
仙
公
園
の
気
球
は
、

１
月
末
ま
で
の
お
よ
そ
４
か
月

間
で
、
１
７
２
１
回
の
フ
ラ
イ

ト
を
数
え
た
。

　

運
行
会
社
は
年
中
無
休
で
営

業
し
て
い
る
が
、
運
行
は
強
風

な
ど
天
候
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、

１
日
当
た
り
の
平
均
フ
ラ
イ
ト

回
数
は
14
・
３
回
に
と
ど
ま
る
。

と
り
わ
け
、
１
月
の
稼
働
日
は

12
日
と
少
な
く
、
同
月
20
〜
25

日
は
、
連
続
６
日
運
休
し
た
。

　

最
も
フ
ラ
イ
ト
回
数
が
多
か

っ
た
日
は
、
10
月
の
天
候
の
よ

い
日
で
38
回
だ
っ
た
。

　

12
月
に
は
大
仙
公
園
内
の
日

本
庭
園
夜
間
特
別
開
園
に
合
わ

せ
「D

A
ISEN

 N
ight Balloo 

n Festa

」
を
実
施
し
た
が
、
４

日
間
の
夜
間
フ
ラ
イ
ト
は
合
わ

せ
て
18
回
だ
っ
た
。

　

天
候
に
よ
り
気
球
が
運
休
に

な
っ
て
も
、
周
辺
の
観
光
資
源

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
、
訪
れ
た

人
が
満
足
感
を
得
ら
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
が
課
題
か
。 

〔
原
〕

　

茶
山
台
で
昨
年
３
月
か
ら
試

験
運
行
し
て
い
る
、
電
動
カ
ー

ト
（
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
）
を
活
用
し
た
移
動
支
援

「
ち
ゃ
や
ま
っ
く
る
」
が
、
４

月
か
ら
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
。

　

茶
山
台
団
地
（
２
丁
・
大
阪

府
住
宅
供
給
公
社
）を
拠
点
に
、

住
民
の
困
り
ご
と
に
寄
り
添
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
げ
る
活
動

を
し
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
団

地
ラ
イ
フ
ラ
ボ
at
茶
山
台
」が
、

買
い
物
や
病
院
に
行
く
の
が
不

便
と
い
う
住
民
の
声
に
応
え
る

形
で
始
め
た
。
公
道
走
行
可
能

な
７
人
乗
り
電
動
カ
ー
ト
で
、

毎
週
月
曜
日
に
試
験
運
行
を
行

っ
て
き
た
。

　

当
初
は
１
日
に
１
〜
２
回
、

公
社
茶
山
台
団
地
内
を
走
行
し

て
い
た
が
、
10
月
に
は
近
隣
セ

ン
タ
ー
や
医
療
セ
ン
タ
ー
内
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
も
コ
ー
ス
を
伸

ば
し
た
。
今
年
１
月
か
ら
は
、

９
時
か
ら
12
時
ま
で
１
時
間
ご

と
に
運
行
す
る
４
便
に
増
え
た
。

ま
た
講
習
会
を
受
講
し
登
録
し

て
い
る
運
転
手
は
、現
在
９
人
。

４
月
か
ら
は
毎
週
月
曜
日
に
９

時
・
10
時
・
11
時
・
１
時
・
２

時
の
５
便
を
予
定
。コ
ー
ス
は
、

公
社
茶
山
台
団
地
７
棟
集
会
所

か
ら
同
19
棟
、
や
ま
わ
け
キ
ッ

チ
ン
（
同
21
棟
）、
近
隣
セ
ン
タ

ー
、
医
療
セ
ン
タ
ー
、
泉
北
茶

山
台
二
丁
団
地
ま
で
を
往
復
す

る
。
乗
車
料
金
は
３
月
ま
で
は

無
料
だ
が
、
４
月
か
ら
運
営
協

力
金
と
し
て
１
０
０
円
が
必
要

と
な
る
。

　

「
２
月
８
日
は
投
票
所
と
な

る
茶
山
台
小
学
校
ま
で
３
便
を

運
行
し
ま
し
た
。
事
前
に
申
し

込
ん
だ
９
名
の
送
迎
を
実
施
し
、

み
な
さ
ん
に
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
一
度
ご
乗

車
く
だ
さ
い
」
と
、
団
地
ラ
イ

フ
ラ
ボ
at
茶
山
台
事
務
局
の
湯

川
ま
ゆ
み
さ
ん
（
同
２
丁
）。

 

〔
冨
尾
〕

□

　
　

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
病
院
に

行
っ
た
方
が
い
い
の
か
、
何
科

で
診
て
も
ら
え
ば
い
い
の
か
、

救
急
車
を
呼
べ
ば
い
い
の
か
な

ど
、
判
断
に
迷
っ
た
際
、
看
護

師
や
相
談
員
が
医
師
の
支
援
体

制
の
下
、
24
時
間
・
年
中
無
休

で
対
応
す
る
。
＃
７
１
１
９
、

06
・
６
５
８
２
・
７
１
１
９



　

飲
食
店
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
泉

北
２
号
線
か
ら
、
旧
村
（
南
区

豊
田
）
の
方
へ
少
し
入
っ
て
い

く
と
、
45
基
の
赤
い
鳥
居
が
並

ぶ
稲
荷
社
「
天て
ん
た
か
お
お
か
み

高
大
神
」
さ
ん

が
あ
る
。
地
元
の
人
ら
に
よ
っ

て
90
年
以
上
前
か
ら
祀ま
つ

ら
れ
て

き
た
も
の
だ
。
今
年
度
、
堺
市

景
観
賞
に
お
い
て
「
ま
ち
な
み

賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

伏
見
稲
荷
大
社
を
総
本
社
と

す
る
稲
荷
社
の
一
つ
。
地
元
の

信
者
ら
が
、
稲
荷
講
（
伏
見
稲

荷
大
社
講
務
本
庁
の
上
神
谷
支

部
）
を
組
織
し
、
分
霊
を
迎
え

て
祀
り
始
め
た
。
ず
ら
り
と
並

ぶ
赤
い
鳥
居
は
、願
い
事
が「
通

る
」
よ
う
に
、ま
た
「
通
っ
た
」

お
礼
に
と
奉
納
さ
れ
て
き
た
も

の
。

　

湿
気
が
多
い
水
田
が
隣
地
に

あ
る
た
め
、
木
製
の
鳥
居
は
傷

み
が
進
み
や
す
く
、

09
年
に
は
45
本
を
新

し
く
建
て
替
え
た
。

ま
た
、
昨
年
末
に
か

け
て
も
鳥
居
修
繕
工

事
を
行
っ
た
そ
う
だ
。

　

ま
ち
な
み
賞
の
受

賞
理
由
は
「
か
つ
て

の
景
観
を
想
起
さ
せ

る
貴
重
な
資
源
で
あ
る
」
こ
と
。

泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
で
き
る

以
前
、
周
辺
は
の
ど
か
な
農
村

地
帯
で
、
田
畑
の
中
に
並
ぶ
赤

い
鳥
居
は
遠
く
か
ら
で
も
よ
く

見
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

近
年
は
新
し
く
で
き
た
ス
ー

パ
ー
や
事
業
所
に
囲
ま
れ
、
目

に
つ
き
に
く
く
な
っ
た
。
そ
れ

で
も
「
熱
心
に
お
参
り
す
る
と

不
思
議
と
願
い
事
が
か
な
う
」

と
い
う
霊
験
あ
ら
た
か
な
天
高

大
神
さ
ん
に
は
、
今
も
お
参
り

の
人
が
絶
え
な
い
。 

〔
浅
利
〕

　

晴
美
台
校
区
で
は
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

に
手
作
り
の
弁
当
を
届
け

る
「
お
元
気
で
す
か
配
食

活
動
」
が
、
月
に
一
度
行

わ
れ
て
い
る
。
同
福
祉
委

員
会
の
「
地
域
の
つ
な
が

り
ハ
ー
ト
事
業
」
の
一
つ

で
、「
グ
ル
ー
プ
晴
美
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー

が
腕
に
よ
り
を
か
け
て
作

っ
た
弁
当
が
大
好
評
。
同

グ
ル
ー
プ
は
１
９
８
９
年

に
結
成
さ
れ
、
地
域
の
高

齢
者
の
た
め
に
配
食
活
動

や
会
食
（
ひ
な
ま
つ
り
や

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
）
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

取
材
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
10

人
が
、93
食
分
を
作
っ
て
い
た
。

全
員
で
手
際
よ
く
仕
上
げ
る
弁

当
は
、
ト
ン
カ
ツ
・
ポ
テ
ト
サ

ラ
ダ
・
酢
の
物
な
ど
、栄
養
・
味
・

彩
り
の
３
拍
子
が
そ
ろ
っ
た
献

立
。
そ
し
て「
晴
美
の
母
の
味
」

「
晴
美
の
名
物
」
と
言
わ
れ
る

ふ
わ
ふ
わ
の
だ
し
巻
き
卵
は
、

久
保
利
幸
子
さ
ん
が
一
手
に
引

き
受
け
る
。
愛
用
の
使
い
込
ん

だ
玉
子
焼
き
器
か
ら
う
ま
み
た

っ
ぷ
り
の
だ
し
巻
き
が
生
ま
れ

る
。「
50
食
ほ
ど
だ
っ
た
の
が
、

最
近
90
食
以
上
に
増
え
ま
し
た
」。

　

代
表
の
内
田
裕
子
さ
ん
は
、

民
生
委
員
長
の
遠
藤
真
砂
美
さ

ん
と
前
日
か
ら
買
い
出
し
を
行

っ
て
い
る
。「
前
日
・
当
日
と
大

忙
し
で
す
が
、
お
い
し
か
っ
た

と
み
な
さ
ん
に
声
を
か
け
て
も

ら
う
こ
と
が
喜
び
や
励
み
に
な

り
ま
す
」
と
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
歴
25
年
の
小
林
雄た
け
こ子
さ
ん

は
「
子
ど
も
が
地
域
で
お
世
話

に
な
っ
た
の
で
恩
返
し
の
つ
も

り
で
す
」
と
、
洗
い
物
の
手
を

休
め
ず
語
っ
た
。

　

で
き
上
が
っ
た
弁
当
は
、
季

節
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
た
献
立

表
と
共
に
民
生
委
員
が
配
達
す

る
。
安
否
確
認
を
兼
ね
た
手
渡

し
を
、
高
齢
者
は
毎
回
心
待
ち

に
し
て
い
る
。
な
お
値
段
は
１

食
４
０
０
円
だ
っ
た
が
、
物
価

高
騰
に
伴
い
４
月
か
ら
５
０
０

円
に
値
上
げ
す
る
。 

〔
冨
尾
〕

　

昨
年
12
月
13
日
、
福
岡
県
で

開
催
さ
れ
た
「
世
界
ブ
レ
イ
キ

ン
選
手
権
」
で
、
大
阪
狭
山
市

出
身
の
半
井
重
幸
さ
ん（
23
歳
・

ダ
ン
サ
ー
名Shigekix

）
が
、

初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

ブ
レ
イ
キ
ン
は
、
ブ
レ
イ
ク

ダ
ン
ス
と
も
呼
ば
れ
、
１
対
１

で
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
即
興
で

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
ダ
ン
ス

を
披
露
し
、「
技
術
」「
表
現
」「
独

創
性
」を
競
う
。
半
井
さ
ん
は
、

姉
の
影
響
で
７
歳
か
ら
ダ
ン
ス

を
始
め
、
早
く
か
ら
、
国
内
の

み
な
ら
ず
、
国
際
大
会
の
キ
ッ

ズ
部
門
で
優
勝
を
重
ね
、「
天

才
少
年
」
と
し
て
注
目
を
集
め

た
。
２
０
１
７
年
、
世
界
最
高

峰
の
大
会
「R

ed B
ull B

C
 

O
ne

」
で
歴
代
最
年
少
優
勝
を

飾
っ
た
他
、
全
日
本
ブ
レ
イ
キ

ン
選
手
権
で
は
、
３
連
覇
を
含

む
通
算
４
度
の
優
勝
。
２
０
２

４
年
の
パ
リ
五
輪
で
は
、
金
メ

ダ
ル
候
補
最
有
力
の
呼
び
声
が

高
か
っ
た
も
の
の
、
惜
し
く
も

４
位
入
賞
。
閉
会
式
・
開
会
式

で
は
日
本
選
手
団
の
旗
手
も
務

め
、
現
在
は
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位
。
ま
さ
に
ブ
レ
イ
キ
ン
界

の
第
一
人
者
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
世
界
ブ
レ
イ
キ
ン

選
手
権
で
は
、銀
メ
ダ
ル
２
個
・

銅
メ
ダ
ル
１
個
を
獲
得
し
て
い

た
が
、
今
回
は
決
勝
で
、
前
回

王
者
で
ラ
イ
バ
ル
の
菱
川
一
心

選
手
を
破
り
、
つ
い
に
世
界
の

頂
点
に
立
っ
た
。

　

半
井
さ
ん
は
、
２
０
１
７
年

に
は
大
阪
狭
山
市
特
命
大
使
に

就
任
し
、
各
地
の
学
校
な
ど
で

子
ど
も
た
ち
に
ブ
レ
イ
キ
ン
の

魅
力
を
伝
え
る
活
動
も
行
っ
て

い
る
。
今
回
の
優
勝
に
際
し
、

半
井
さ
ん
は
「
フ
ァ
ン
の
み
な

さ
ん
や
、
夢
を
語
り
合
っ
て
き

た
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
、

優
勝
す
る
姿
を
見
せ
ら
れ
た
の

は
、何
よ
り
意
味
が
あ
り
ま
す
」

と
、
喜
び
を
語
っ
た
。 〔
山
本
〕



　

２
月
２
日
昼
、
光
明
台
の
住

民
宅
に
「
７
７
９
」
か
ら
始
ま

る
電
話
番
号
の
自
動
音
声
で「
荷

物
を
預
か
っ
て
い
る
。
松
山
税

関
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と

電
話
が
あ
り
指
示
に
従
う
と
、

松
山
税
関
を
か
た
る
人
物
に
つ

な
が
っ
た
後
、
松
山
警
察
署
捜

査
二
課
の
サ
ト
ウ
を
名
乗
る
男

に
電
話
が
代
わ
り
、
生
年
月
日

と
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
を
聞

か
れ
教
え
て
し
ま
っ
た
。

　

時
間
帯
で
は
夕
方
４
時
〜
６

時
が
最
も
多
く
、
夜
間
は
減
少

傾
向
。
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

い
る
の
は
朝
８
時
〜
10
時
と
夜

６
時
〜
８
時
だ
っ
た
。

　

和
泉
市
で
は
、
今
年
に
入
っ

て
初
め
て
死
者
の
伴
う
事
故
が

発
生
。
２
月
10
日
朝
、
い
ぶ
き

野
の
交
差
点
で
、
右
折
中
の
70

代
男
性
が
運
転
す
る
ミ
ニ
カ
ー

（
排
気
量
50
㏄
）
に
、
直
進
し

て
き
た
20
代
男
性
が
運
転
す
る

　

１
月
９
日
夜
、
室
堂
町
の
店

舗
で
化
粧
品
３
点
（
約
２
５
０

０
円
相
当
）
が
盗
ま
れ
た
。

　

１
月
12
日
午
後
、
あ
ゆ
み
野

４
丁
目
の
商
業
施
設
内
の
店
舗

で
ピ
ア
ス
３
組
（
約
７
万
５
千

円
相
当
）
が
盗
ま
れ
た
。

５
丁
目
の
施
設
の
駐
輪
場
に
止

め
て
い
た
10
代
男
性
の
ス
ポ
ー

ツ
タ
イ
プ
の
自
転
車
が
盗
ま
れ

た
。

　

１
月
23
日
頃
、
の
ぞ
み
野
３

　

２
月
10
日
夕
方
、
晴
美
台
の

住
民
宅
に
、「
遺
失
物
の
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
不
審

　

１
月
21
日
午
後
、
い
ぶ
き
野

　

１
月
25
日
、
南
区
内
の
住
民

に
金
融
機
関
や
警
察
官
を
名
乗

り
「
＋
18
」
で
始
ま
る
電
話
番

号
で
「
貴
金
属
の
未
払
い
が
あ

る
」「
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い
る
」

な
ど
の
不
審
な
電
話
が
連
続
で

発
生
し
た
。
こ
の
よ
う
な
電
話

は
詐
欺
の
手
口
。

ほ
し
い
事
案
は
次
の
通
り
。

　

１
月
の
深
夜
、
50
代
男
性
の

運
転
す
る
車
に
路
上
で
寝
て
い

た
40
代
男
性
が
ひ
か
れ
死
亡
。

　

２
月
の
早
朝
、
20
代
男
性
が

バ
イ
ク
で
走
行
中
に
、
駐
車
し

て
い
た
車
両
に
衝
突
し
て
転
倒
。

路
上
に
倒
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を

60
代
男
性
の
運
転
す
る
車
に
ひ

か
れ
死
亡
し
た
。

ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

２
月
10
日
、
茶
山
台
１
丁
の

一
般
駐
輪
場
に
無
施
錠
で
止
め

て
い
た
20
代
男
性
の
原
付
バ
イ

ク
が
盗
ま
れ
た
。

イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

２
月
８
日
頃
、
茶
山
台
２
丁

　

１
月
28
日
昼
、
赤
坂
台
で
男

児
が
遊
具
か
ら
転
落
し
右
手
首

を
骨
折
し
た
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

 

　

２
月
２
日
頃
、
新
檜
尾
台
４

丁
の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
止
め

て
い
た
50
代
女
性
の
原
付
バ
イ

ク
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
盗

ま
れ
た
。

　

２
０
２
５
年
、
和
泉
署
管
内

で
発
生
し
た
交
通
人
身
事
故
は

５
５
１
件
。
死
者
は
３
人
で
、

負
傷
者
は
６
４
３
人
（
重
傷
62

人
）
だ
っ
た
。
事
故
件
数
は
減

少
傾
向
だ
が
、
重
傷
者
が
増
加

傾
向
。

　

こ
の
う
ち
高
齢
者
関
連
が
１

８
６
件
（
前
年
よ
り
11
件
増
）、

自
動
二
輪
車
関
連
が
１
２
６
件

（
前
年
よ
り
19
件
増
）だ
っ
た
。

一
方
、
自
転
車
関
連
と
子
ど
も

関
連
は
減
少
し
た
。

　

同
署
管
内
で
は
、
出
合
い
頭

の
事
故
（
１
５
６
件
）
と
追
突

事
故
（
１
５
７
件
）
が
多
い
傾

向
。
路
線
別
で
は
、
国
道
１
７

０
号
線
と
大
阪
和
泉
泉
南
線（
幹

線
道
路
）
で
の
事
故
が
前
年
よ

り
10
件
増
加
し
て
い
る
。

　

今
年
大
阪
府
下
で
発
生
し
た

増
加
傾
向
に
あ
る
死
亡
事
故
に

つ
い
て
、
南
堺
署
管
内
で
は
発

生
し
て
い
な
い
が
、
注
意
し
て

　

25
年
12
月
頃
、
三
原
台
の
男

性
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧

中
、
投
資
の
広
告
か
ら
サ
イ
ト

に
入
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
投
資

を
始
め
た
が
、
出
金
し
よ
う
と

す
る
と
「
口
座
が
凍
結
さ
れ
て

い
る
。
解
除
す
る
に
は
税
金
が

必
要
」
な
ど
と
い
っ
て
出
金
で

き
ず
、
お
か
し
い
と
感
じ
警
察

に
通
報
し
詐
欺
だ
と
分
か
っ
た
。

　

１
月
23
日
深
夜
、
茶
山
台
２

丁
の
住
宅
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
20
代
男
性
の
バ

乗
用
車
が
衝
突
し
、
ミ
ニ
カ
ー

の
男
性
は
死
亡
し
た
。 〔
松
林
〕

丁
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
輪
場

に
止
め
て
い
た
10
代
男
性
の
ス

ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
自
転
車
が
盗

ま
れ
た
。

の
団
地
の
駐
輪
場
に
施
錠
し
て

止
め
て
い
た
30
代
男
性
の
バ
イ

　

１
月
25
日
頃
、
い
ぶ
き
野
５

丁
目
の
店
舗
の
駐
輪
場
に
止
め

て
い
た
40
代
男
性
の
電
動
ア
シ

ス
ト
自
転
車
が
盗
ま
れ
た
。

法
令
違
反
が
認

め
ら
れ
る
場
合

が
多
い
状
況
に

あ
る
。
自
転
車

の
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
を
図
る

た
め
、
16
歳
以

上
の
者
に
よ
る

自
転
車
の
一
定

の
交
通
違
反
に

対
し
青
切
符
を

導
入
す
る
。

　

自
転
車
の
交

通
違
反
を
認
知

し
た
場
合
、
こ

れ
ま
で
同
様
、

基
本
的
に
は
現
場
で
の
「
指
導

警
告
」
が
行
わ
れ
る
が
、
交
通

事
故
の
原
因
と
な
っ
た
り
、
歩

行
者
や
他
の
車
両
に
と
っ
て
危

険
・
迷
惑
と
な
っ
た
り
す
る
よ

う
な
「
悪
質
・
危
険
な
違
反
」

で
あ
っ
た
場
合
、
取
り
締
ま
り

が
行
わ
れ
る
。

　

青
切
符
は
、
自
動
車
の
交
通

違
反
の
際
に
広
く
行
わ
れ
て
い

る
違
反
の
処
理
方
法
。
反
則
行

為
を
し
た
運
転
者
が
取
り
締
ま

り
を
受
け
る
と
青
切
符
が
交
付

さ
れ
、
定
額
の
反
則
金
の
納
付

が
通
告
さ
れ
る
。
反
則
金
を
納

付
す
る
と
刑
事
手
続
き
へ
移
行

せ
ず
前
科
も
付
か
な
い
。

　

ま
た
自
転
車
の
危
険
行
為
を

を
繰
り
返
し
行
っ
た
場
合
は
、

自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講
が

命
じ
ら
れ
、
従
わ
な
か
っ
た
場

合
は
５
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
。 

〔
松
林
〕

な
電
話
。

　

４
月
１
日
か
ら
自
転
車
に「
青

切
符
」（
交
通
反
則
通
告
制
度
）

が
適
用
さ
れ
る
。

　

近
年
、
自
転
車
を
取
り
巻
く

交
通
事
故
の
情
勢
が
厳
し
く
、

そ
の
原
因
と
し
て
自
転
車
側
の

12000円 携帯電話使用等（保持）
7000円 遮断踏切立入り

6000円

信号無視
安全運転義務違反
通行区分違反（逆走、歩道通行等）
横断歩行者等妨害等

5000円
指定場所一時不停止等
無灯火
自転車制動装置不良

3000円 並進禁止違反
軽車両乗車積載制限違反（二人乗り）



　

原
山
台
地
域
会
館
で
２
月
13

日
、「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」
が
同
福

祉
委
員
会
主
催
で
開
か
れ
た
。

毎
回
、
多
く
の
近
隣
住
民
が
訪

れ
会
場
は
満
員
に
な
る
ほ
ど
に

ぎ
わ
う
。

　

食
事
提
供
は
11
時
半
開
始
だ

が
、
第
２
金
曜
日
は
食
事
前
に

若
松
弘ひ
ろ
み三
さ
ん
の
ギ
タ
ー
伴
奏

で
歌
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
来
場
者
に
と
て
も
好
評
。

　

こ
の
日
は
歌
の
前
に
全
員
で

ス
ト
レ
ッ
チ
も
行
っ
た
。
体
が

温
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
う
れ

し
い
ひ
な
ま
つ
り
」「
早
春
賦
」

「
青
春
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
歌

っ
た
。「
歌
っ
た
か
ら
お
な
か
減

っ
た
わ
」
と
笑
顔
の
来
場
者
。

　

献
立
は
「
大
阪
名
物　

鶏
卵

う
ど
ん
」
で
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
の
前
日
と
あ
っ
て
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
お
ま
け
付
き
。
来
場

者
は
温
か
い
う
ど
ん
を
食
べ
な

が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲

か
せ
た
。 

〔
冨
尾
〕

　

東
文
化
会
館
で
１
月
31
日
、

「
堺
コ
ッ
カ
ラ
体
操
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
、「
ス
テ

ッ
プ
・
ア
ッ
プ
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
が

出
演
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、昨
年
の「
堺

コ
ッ
カ
ラ
体
操
養
成
講
座
・
初

級
」
を
受
講
し
た
メ
ン
バ
ー
有

志
が
集
ま
っ
て
結
成
。「
ス
テ
ッ

プ
・
ア
ッ
プ
」
と
し
て
昨
年
度

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
演
し

好
評
を
得
た
。

　

代
表
の
瀬
尾
千
枝
子
さ
ん（
城

山
台
）
は
、
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ

「
ふ
る
さ
と
民
芸
塾
鼓
葉
」
の

代
表
も
兼
任
し
て
い
る
。今
回
、

鼓
葉
の
多
世
代
交
流
会
で
知
り

合
っ
た
子
ど
も
達
も
、
コ
ッ
カ

ラ
体
操
の
練
習
を
重
ね
「
ス
テ

ッ
プ
・
ア
ッ
プ
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
と

し
て
出
演
し
た
。
幼
稚
園
児
か

ら
82
歳
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
11
人

が
、「
パ
プ
リ
カ
」
の
曲
に
合
わ

せ
て
コ
ッ
カ
ラ
体
操
を
披
露
し

た
。
子
ど
も
達
が
一
生
懸
命
考

え
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
体
操
は
大

好
評
で
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
と
声
援
が
送
ら
れ
た
。「
地
域

に
根
差
し
た
活
動
と
多
世
代
交

流
を
目
的
に
、
元
気
・
笑
顔
・

感
謝
で
頑
張
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
活
動

し
ま
し
ょ
う
」
と
瀬
尾
さ
ん
。

メ
ン
バ
ー
募
集
中
。
０
９
０
・

７
７
６
６
・
１
９
２
２ 〔
冨
尾
〕

　

府
中
病
院（
和
泉
市
肥
子
町
）

が
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
棟
と
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
を
中
心
と
し
た
病
院
に
４
月

か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
３
月
20

日
９
時
〜
３
時
、
内
覧
会
が
開

か
れ
る
。

　

地
域
に
適
切
な
医
療
体
制
を

構
築
す
る
地
域
医
療
構
想
に
基

づ
き
、
２
０
２
４
年
12
月
、
泉

大
津
市
立
病
院
と
社
会
医
療
法

人
・
生
長
会　

府
中
病
院
が
再

編
・
統
合
。
両
病
院
の
急
性
期

機
能
は
集
約
さ
れ
、
泉
大
津
急

性
期
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」

（
泉
大
津
市
我
孫
子
）が
誕
生
。

府
中
病
院
は
、
医
療
・
介
護
・

介
護
予
防
・
生
活
支
援
・
暮
ら

し
を
総
合
的
に
提
供
す
る
総
合

施
設
を
担
う
病
院
に
生
ま
れ
変

わ
る
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
同
院

で
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
73
床
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
78
床
、
ナ
ス
バ
委
託

病
床
16
床
の
１
６
７
床
の
病
床

数
で
96
床
か
ら
増
床
。

　

離
床
セ
ン
サ
ー
内
蔵
ベ
ッ
ド

な
ど
最
新
の
機
能
を
導
入
し
た

こ
と
も
特
徴
。

　

透
析
治
療
室
で
は
、
室
温
に

む
ら
の
な
い
空
調
設
備
エ
ア
ビ

ー
ム
の
設
置
、
透
析
治
療
を
受

け
る
た
め
の
シ
ャ
ン
ト
手
術
に

対
応
し
た
手
術
室
が
設
け
ら
れ

た
。

　

ま
た
、「
ふ
ち
ゅ
う
介
護
相
談

セ
ン
タ
ー
」「
ふ
ち
ゅ
う
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
１
階
に

併
設
さ
れ
る
。

　

外
来
診
療
分
野
は
、
内
科
・

糖
尿
病
内
科
・
肝
臓
内
科
・
整

形
外
科
・
泌
尿
器
科
・
眼
科
（
府

中
ア
イ
セ
ン
タ
ー
）。
紹
介
状
・

予
約
な
し
で
受
診
可
能
。

　

内
覧
会
は
事
前
申
し
込
み
不

要
。
問
い
合
わ
せ
＝
府
中
地
区

再
開
発
準
備
室
０
７
２
５
・
43
・

１
２
３
４ 

〔
横
山
〕



A
D

G

B
E

H

F
I

C

　

左
の
２
つ
の
絵
に
違
う
と
こ
ろ
が
４
か
所
あ
り
ま
す
。

ま
ち
が
い
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
を
記
号
で
答
え
て
下
さ
い
。

　 住所・氏名・電話番号・コメントを記入の上、ハガキまたはＦＡＸ、メールで。 
。抽選で３人にギフト券（千円）を進呈。

あて先＝〒590－0105 堺市南区竹城台３丁 
22番２号、コミュニティ・まちがいさがし係（ＦＡＸ 072・291・5473  
メールhome@community2525.com） 答と当選者発表は３月26日号。

　 　身の回りの 
出来ごとなどホームページと紙面に掲載します。 
　

描いて下さい。１枚でＯＫ 
（ペンネーム可）。採用分にはクオカード進呈。 応募はこちらから

★御池台校区では、クビアカのために
緑道の桜がほとんど切られました。
｢御池台ニュース｣で桜のオーナーを
募集したところ13名から応募。３月
中に植樹して堺市に寄付します。（御
池台・E.Eさん）

★裏山ではウグイスの声が聞こえだ
し、庭の木の新芽が膨らみ花のつぼ
みも咲きました。やっと春が近づい
てきました。暖かい春がずーっと続
きますように、お日様、暑い夏はも
う結構ですよ。（逆瀬川・M.Oさん）

★WBCが楽しみです。日本にはぜひ、
連覇してほしいです。しかし、米国
も本気のメンバーで臨んでくるので
どうなるか楽しみです。（のぞみ野・
T.Mさん）

★数年前、和泉中央駅で電車を待って
いたとき、車掌さんのカバンに「せ
んぼくん」のぬいぐるみキーホルダ
ーが付いているのを見て、「絶対に
欲しい！」と思い、すぐに購入しま
した（笑）。その後、販売が終了し
ていたので、手に入れられてラッキ
ーだったなぁと感じています。

　　また「ブラックせんぼくん」のラ
バーキーホルダーも、泉北トレイン
フェスで発売日にゲットできて、と
ってもうれしかったです！（いぶき
野・M.Hさん）

★せんぼくんが継続となってうれしか
ったです。たまに見かけるせんぼく
んの列車を見て癒やされてます。（い
ぶき野・T.Oさん）

★昨年末に87歳で退職した。暇だ暇
だ！まだ働きたーい‼（桃山台・
Y.Eさん）

★泉北中央線に朱色の陸橋。数ある泉
北の陸橋のうち唯一の朱色の陸橋。
栂駅から光明池駅の間の美木多地区
に、ひときわ目立つ陸橋がある。右
手が新檜尾台方面、左が鴨谷台方面。
泉ケ丘駅ができたのは1971年。

　　３年後に光明池方面に延長工事が
始まった。その時、美木多地区の尾
根を府は分断して開通することに。
美木多地区の住民は分断されること
に猛反対。トンネルにすることを主
張。すったもんだの交渉の結果、府
の案をのむ代わりにここが美木多だ

と特別目立つように陸橋を朱色にす
るように要求。

　　もう一つ住民が固執したのが駅
名。当初、栂駅だった案を強引に「美
木多」を追加させた。鴨谷台に「美
木多小」があるのも住民パワー。地
元出身の今は亡き北条信一さんが頑
張った。泉北の桜を守るモーレツ議
員が欲しいなあ。（竹城台・N.Sさん）

◎最近、申し込みをされずに広場へ荷
物を置かれる方が見受けられ、対応
に困っております。必ず事前に申し
込みをお願いします。（本紙担当係）



市外局番
おまちがえなく！

こちら情報センターこちらこちら情報センター情報センターなんでもご連絡を こちら情報センター

★2024年に母親の50回忌を済ませた後、
墓じまいをしました。私には弟と妹
がおり、毎年春と秋の彼岸に一緒に
墓参りをして、その後食事をしなが
ら近況報告をしていましたが墓じま
いを機に会う機会がなくなりました。
４月の桜が咲く頃に２年半ぶりに会
えるので色々話をしたいです。（新檜
尾台・M.Nさん）

★確定申告のときに、確信がもてない
ことを国税庁のチャットボットの「ふ
たば」に相談。疑問が一瞬で解決し
ました。年収の壁が変わったことで
節税できました。（庭代台・H.Hさん）

★２月19日号はページが少なく「なん
でもご連絡を」がなくて少し残念で

した。これからもこのページになる
んでしょうか？物価高の影響？今回
だけ？色々寂しいことが多くなって
しまいました。（鴨谷台・マサルさん）
◎４月からは「なんでもご連絡を」は、
ホームページだけに載せる予定で
す。（情報センター）

★いろいろなところから「不用品はな
いか」と電話がかかってくるが、ど
こから番号が漏れてるのだろう？
（和田東・T.Sさん）

★先日、固定電話を解約しました。迷
惑電話や詐欺まがいの電話が多く、
とても迷惑していました。携帯電話
だけになると電話代はかかります
が、迷惑電話の事を思い出すと良か
ったのかな？と思います。（新檜尾
台・S.Tさん）

★確定申告に数年ぶりに行ってきまし
た。開始20分後に税務署に着くと整
理券74番。混み具合は例年通りだそ
う。書類での提出より簡単にできる
e-Taxを利用する方も多いようです。 
南区からは遠い堺東だけでなく以前
にやっていた泉ヶ丘センタービルに
も会場を設置してほしいです。（桃山
台・T.Nさん）

★亡くなった祖父に買ってもらった七
段飾りのお雛様。娘はできず、２年
前に孫娘が生まれたが、「いらない」
と一言。確かに狭いマンションに置
き場所なんてないからなぁ。そろそ
ろ供養していただいて処分する時か
もね。（三原台・T.Nさん）

★2007年の郵政民営化前に預けた定期
貯金が、満期後20年を過ぎて払い戻
しがなければ「権利消滅」となり、
没収されていたことをご存知です
か？当時の郵便局は国営で高金利
（年利６％）という信頼があり、特
に高齢者にとっては老後の命綱でし
た。
　　一般の銀行では休眠口座として扱
われるのに対し、郵便貯金は没収扱
い。2021年時点でその残高は４千億
円超。2023年に松本総務相が再調査
を指示しましたが、目立った進展は
見られません。
　　私も昨年末に郵便局で調査を依頼
しましたが、「対象口座なし」と一
蹴されました。（三原台・Mr.Nande？ 
さん）

★２月21日、リサイクル公園を訪れま
した。温かい日差しに誘われ、親子
連れや写真愛好家でにぎわっていま

した。しだれ梅やスイセン、菜の花
を堪能しました。（記者・冨尾）



◆ハニーズのジャケット（サイズ＝M）
を500円で待ち合わせて引き渡しで
きる方に譲ります。
 （茶山台・なか yoroshiku.doozo@
docomo.ne.jp）

◆ひな人形（ガラスケース入り＜幅70
×奥行42×高さ60cm＞、お内裏様・
３人官女・ぼんぼり＜点灯式＞・オル
ゴールつき）を無料で譲ります。受け
渡しは要相談。
 （槇塚台・尾﨑 ☎090-7886-5743）
◆ガスホース（100cm以上が４本）を１
本500円で取りに来られる方に譲り
ます。一度見ていただく事も可。
 （槇塚台・横山 ☎080-3777-9027）
◆学習机（美品、木製、椅子なし、チェス
トあり）を3000円で

 ▷鏡（姿見、約150cm）を500円で
 取りに来られる方に譲ります。
 （高倉台・野口 ☎080-6211-4885）＜連
絡は午前９時～午後３時に＞

◆海釣り道具（竿３本、太鼓リール、た
も、バッグ）を2000円で

 ▷池釣り道具（竿５組、竿受け、たも、
パラソル）を3000円で
 いずれも取りに来られる方に譲りま
す。

 （庭代台・金銅 ☎090-5901-5597）
◆炊飯器（２合用）を無料で
 ▷扇風機を無料で
 ▷衣装ケース（２つあり）を無料で
 ▷賞状用の額縁（未使用、２つあり）
を500円で

 ▷絵画用のフレーム（色々な種類で
３つあり）を500円で

 いずれも取りに来られる方に譲りま
す。

 （庭代台・さち sacchi.0111@ezweb
 .ne.jp、☎090-1224-3731＜留守電の場
合はメッセージを入れてください＞）
◆七五三の小物一式（３歳児用の帯・バ
ッグ・財布・草履など）を無料でお届
けします。
 （御池台・グッチー ☎090-4564-7971）
◆春夏スーツ（サイズBB6、紺色、パン
ツ＝ウエスト96cm・ノータック・右
太もも側が４cm四方くらい生地が
薄くなっています）を1100円で
 ▷ホームキッチン５本セット（ナイ
ロン製、全て未使用、ターナー等）を
1000円で
 ▷ガラス食器（小鉢・小皿等々、２～
６枚セット、10種類で合計21枚、大半
未使用品）を1100円で

 ▷タッキーニのウインドブレーカー
（メンズサイズ＜Ｏサイズ＞、裏地付
き、冬物）を1100円で
 ▷鍋用野菜トレー（蓋付き、あまり
使用せず）を1100円で

 譲ります。品物によってはお届け可。
 （原山台・中尾 nakaona@ezweb.
ne.jp、☎080-6260-8760）

◆ニトリのレースカーテン（幅約100×
高さ176cm、美品）を800円で

 ▷西川のホテルデザインピロー（２
個あり）を１個600円で

 待ち合わせて引き渡しできる方に譲
ります。
 （赤坂台・サタケ tk710093@alum.
wilmina.ac.jp、☎070-8525-7107）

◆屋外バスケットゴール（中高用）を無
料で現状のまま取りに来られる方に
譲ります。
 （鴨谷台・マー坊 tamahiro08@iclo 
ud.com）

◆コクヨのスチールキャビネット（上
段＝書庫・下段＝保管庫、幅150×奥
行51.5×高さ183cm）を無料で３月
20日までに３階まで取りに来られる
方に譲ります。

 （新檜尾台・小林 ☎072-297-8396＜連
絡は夕方ごろに＞）

◆アメリカフヨウ（ピンク）の種を育て
方の説明書付きで、無料で取りに来
られる方に譲ります。

 （鴨谷台・大屋 ☎090-5066-0629）

◆電動アシスト自転車（26インチ、ブラ
ウン、バッテリーあり、傷あり、動作
確認済み）を５万円で取りに来られ
る方に譲ります。

 （泉大津市助松団地・青木 ☎080-3797
 -8778）

◆浪速中学校・浪速高校の男子用制服
（ワイシャツ＜サイズ＝S～M＞、ブレ
ザー＜サイズ＝S＞、ズボン＜ウエス
ト＝73cm＞）を格安で
 ▷浪速中学校・浪速高校の男子用コ
ート（サイズ＝S～M）を3000円で
 譲ってください。いずれも取りに伺
います。待ち合わせも可。

 （高倉台・ミント ☎090-4132-3554）

E-mail : recycle@community2525.com

掲載無料のリサイクル掲載無料のリサイクル

ホームページにすぐ掲載！ 申し込みはこちら

午前9時半～午後5時 受付、土・日および月が祝日の場合休み



ん
の
化
身
で
、
我
が
胴
巻
き
を

守
っ
て
く
れ
て
た
の
だ
」
と
大

感
謝
。

　
い
ま
門
下
地
蔵
は
、
南
区
大

森
の
多
目
的
広
場
の
北
側
に
鎮

座
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
し
ま
っ
た
ぁ
、
し
ま
っ
た
ぁ

…
…
」

と
何
度
も
自
分
に
舌
打
ち
し
て

嘆
い
て
い
る
と
、
マ
ム
シ
は
お

地
蔵
さ
ん
の
裏
の
茂
み
に
入
っ

て
行
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
マ

ム
シ
の
い
た
場
所
に
胴
巻
き
が

あ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
藤

兵
衛
さ
ん
は
大
喜
び
す
る
一
方
、

「
あ
の
マ
ム
シ
こ
そ
お
地
蔵
さ

　
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
桃
山
台

の
近
隣
セ
ン
タ
ー
あ
た
り
が
、

江
戸
時
代
に
旧
道
の
六
差
路
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
北
に
行
く

と
稲
葉
・
菱
木
、
北
西
に
行
く

と
野
々
井
、
北
東
に
行
く
と
三

木
閉
、
西
に
行
く
と
大
森
、
東

に
行
く
と
栂
、
南
に
行
く
と
中

山
（
檜
尾
）
と
六
道
の
辻
で
し

た
。
こ
の
辻
に
立
っ
て
い
た
の

が
門か
ど
か下
地
蔵
で
、
昔
か
ら
霊
験

あ
ら
た
か
な
お
地
蔵
さ
ん
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
後
半
の
文
化
年
間

の
頃
、
堺
の
木
綿
買
い
付
け
商

人
の
石
川
屋
藤
兵
衛
な
る
も
の

が
、
上
神
谷
や
美
木
多
の
木
綿

畑
を
見
て
歩
き
、
買
い
付
け
も

終
わ
っ
て
門
下
地
蔵
の
前
で
い

つ
も
通
り
腰
を
下
ろ
し
て
ひ
と

休
み
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
朝
早
く
堺
の
街
を
出
た
た

め
か
、
つ
い
ウ
ト
ウ
ト
し
て
し

ま
い
、
気
が
付
く
と
夕
方
近
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
慌
て
て
起

き
上
が
り
、
小
走
り
で
堺
に
向

か
い
ま
し
た
。
そ
し
て
菱
木
神

社
で
ひ
と
休
み
し
よ
う
と
思
っ

た
時
、
買
い
付
け
で
払
っ
た
手

付
金
の
残
り
が
入
っ
た
胴
巻
き

（
財
布
）
を
門
下
地
蔵
の
前
で

は
ず
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

　
今
度
は
小
走
り
で
は
な
く
、

必
死
の
思
い
で
門
下
地
蔵
ま
で

駆
け
つ
け
ま
し
た
が
、
そ
こ
に

は
胴
巻
き
が
見
当
た
ら
ず
、
マ

ム
シ
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
ま

し
た
。







操
部
」
の
無
料
体
験
会
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。
25
日
の
３

時
、
南
図
書
館
ホ
ー
ル
に
て
実

　

29
日
鴨
谷
野
球
場
に
て
、「
第

４
回
美
多
彌
神
社
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
る
。

　

会
場
と
な
る
野
球
場
で
は
、

開
場
11
時
、式
典
開
始
12
時
半
、

流
鏑
馬
執
行
１
時
か
ら
、
閉
会

２
時
40
分
の
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
開
場
時
間
ま
で
、
観
覧
席

と
立
見
エ
リ
ア
へ
は
入
場
で
き

な
い
。
観
覧
席
に
は
入
場
チ
ケ

ッ
ト
が
必
要
と
な
り
、
関
係
者

他
、
同
神
社
流
鏑
馬
保
存
会
・

同
ま
つ
り
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
支
援
者
に
用

意
さ
れ
る
。
尚
、
観
覧
席
後
方

の
立
見
エ
リ
ア
は
無
料
。
駐
車

場
な
し
。

　

場
外
で
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や

鷹
匠
の
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
な
ど

催
し
物
が
あ
り
、
さ
ら
に
会
場

を
盛
り
上
げ
る
。

　

２
０
１
４
年
、
７
２
０
年
ぶ

り
に
復
活
し
た
祭
り
は
、
悪
疫

退
散
や
五
穀
豊
穣
を
祈
り
、
４

年
に
１
回
開
催
さ
れ
る
。
流
鏑

馬
は
、
疾
走
す
る
馬
上
か
ら
次 

々
と
的
を
鏑か
ぶ
ら
や矢
で
射
抜
く
日
本

の
伝
統
的
な
弓
馬
術
。
当
日
は

天
候
な
ど
に
よ
り
、
予
告
な
く

進
行
変
更
の
場
合
あ
り
。

　

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
は
美
多

彌
神
社
流
鏑
馬
保
存
会
ホ
ー
ム

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
づ
み
健
老
大

学
が
、
新
規
開
講
す
る
本
科
講

座
「
い
き
い
き
健
康
リ
ズ
ム
体

施
す
る
。
参
加
に
は
電
話
（
０

７
２
・
２
９
９
・
１
４
５
４
）

で
事
前
予
約
が
必
要
。
締
め
切

り
は
21
日
３
時
。
当
日
は
運
動

で
き
る
服
装
と
靴
を
着
用
、
大

き
め
の
タ
オ
ル
ま
た
は
ヨ
ガ
マ

ッ
ト
、
飲
み
物
持
参
で
。

　

同
講
座
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
の

基
礎
と
な
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
体

操
を
ベ
ー
ス
に
、
音
楽
に
合
わ

せ
体
を
動
か
し
て
い
く
。
身
体

ほ
ぐ
し
、
筋
力
ア
ッ
プ
・
脳
の

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
時
に
は
ボ
ー

ル
な
ど
道
具
を
使
い
、
最
後
は

ス
ト
レ
ッ
チ
で
気
持
ち
よ
く
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
す
る
。
体
操
が

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
。
丁
寧

な
指
導
の
た
め
安
心
し
て
始
め

ら
れ
る
。

　

５
月
か
ら
の
本
科
講
座
新
入

生
を
募
集
中
。
16
の
専
門
講
座

を
開
講
し
、
実
績
あ
る
講
師
陣

が
指
導
す
る
。
今
年
度
学
生
募

集
説
明
会
を
泉
ヶ
丘
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
４
階
で
、
３
・
４
月
の
第

２
・
第
３
週
の
水
と
金
曜
日
に
、

３
時
〜
４
時
ま
で
開
催
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp 

s://izum
ikenrou.com

/

、
問
い

合
わ
せ
と
資
料
請
求
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
・
２
９
９
・
１

４
５
４
（
第
２
・
第
３
週
の
水

〜
土
の
10
時
〜
３
時
）

桜
並
木
が
続
く
。
特
に
原
山
台

地
域
会
館
付
近
か
ら
た
ま
む
し

橋
付
近
に
桜
が
多
く
な
る
。
庭

代
公
園
に
は
季
節
の
花
が
咲
く

花
壇
も
。

　

　

光
明
池
駅
前
南
側

に
あ
る
鴨
谷
野
球
場
上
の
甲
斐

田
川
沿
い
の
遊
歩
道
。
鴨
谷
桜

ま
つ
り
は
、
４
月
５
日
10
時
〜 

３
時
。ス
テ
ー
ジ
は
和
太
鼓（
飛

翔
）・
腹
話
術
（
チ
ャ
タ
リ
ッ
ク

さ
ん
）・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
（
ミ

セ
ス
・
リ
モ
さ
ん
）・
歌
謡
シ
ョ

ー
（
夏
木
美
衣
さ
ん
）・
オ
カ
リ

ナ
と
大
正
琴
の
演
奏
な
ど
。
12

時
〜
１
時
は
一
般
参
加
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

ふ
る
ま
い
そ
ば
、
バ
ル
ー
ン
ア

ー
ト
、ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
あ
り
。

　

　

公
園
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
・

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
・
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
な
ど
の
桜
が
咲
く
。
▽
光
明

池
駅
北
側
す
ぐ
。
公
園
近
く
の

住
宅
内
に
駐
車
厳
禁
。　
　

　

　

医
療
セ
ン
タ

ー
南
側
か
ら
府
営
住
宅
の
間
を

西
へ
行
く
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

出
演
。ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
会
あ
り
、

先
着
５
０
０
人
。

　

　

三
ツ
割
池
の
周

囲
や
く
ろ
う
し
公
園
周
辺
の
緑

道
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
が
開

花
す
る
。
▽
泉
ケ
丘
駅
か
ら
晴

美
台
回
り
バ
ス
「
帝
塚
山
学
院

泉
ヶ
丘
校
前
」
下
車
す
ぐ
。

　

　

栂
・
美
木
多
駅

北
側
か
ら
桃
山
台
近
隣
セ
ン
タ

ー
付
近
ま
で
の
公
園
内
緑
道
。

４
月
４
・
５
日
10
時
〜
４
時
さ

く
ら
祭
り
開
催
。
４
日
＝
セ
ル

ビ
ス
に
よ
る
ふ
る
ま
い
そ
ば
・

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
ミ
ニ
ス
テ
ー

ジ
、
模
擬
店
あ
り
▽
栂
・
美
木

多
駅
北
側
す
ぐ
。

　

　

公
園
内
に
た
く

さ
ん
の
桜
の
大
木
が
あ
り
、
提

灯
が
飾
ら
れ
花
見
客
が
大
勢
訪

れ
る
。
南
海
バ
ス
「
庭
代
台
中

学
校
前
」
下
車
。　

　

　

栂
・
美

木
多
駅
南
側
の
原
山
公
園
か
ら

庭
代
公
園
に
続
く
緑
道
沿
い
に

道
付
近
に
も
。
▽
泉
ケ
丘
駅
南

へ
す
ぐ
。

　

　

髙
島
屋
と
ビ

ッ
グ
バ
ン
を
つ
な
ぐ
歩
道
橋
か

ら
の
道
、
高
倉
寺
交
差
点
横
の

歩
道
橋
か
ら
パ
ン
ジ
ョ
へ
向
か

う
道
。
そ
れ
ぞ
れ
道
の
両
側
に

桜
並
木
が
続
き
、
桜
の
ト
ン
ネ

ル
の
よ
う
で
美
し
い
。

　

　

近
隣
セ
ン
タ
ー
近

く
の
「
さ
く
ら
橋
」
あ
た
り
か

ら
、
竹
城
台
小
・
竹
城
公
園
周

辺
の
緑
道
。
４
月
５
日
10
時
〜

２
時
、
竹
城
台
地
域
会
館
前
で

「
た
け
し
ろ
桜
ま
つ
り
」
が
開

か
れ
る
。
焼
き
そ
ば
・
お
で
ん
・

と
う
ふ
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
の
飲
食

と
、ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
・

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
の
ゲ
ー
ム

の
模
擬
店
、
ク
ラ
フ
ト
教
室
、

花
の
苗
販
売
あ
り
。
10
時
半
か

ら
同
会
館
２
階
で
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
。「
は
っ
ぴ
い
EN
く
れ
〜
じ

〜
ど
っ
ぐ
す
」「
マ
ン
ド
リ
ン
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
・
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」

　

外
来
害
虫
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
の
被
害
に
よ
る
桜
の
木

の
枯
死
や
伐
採
、
被
害
防
止
の

剪せ
ん

定て
い

の
た
め
、
例
年
の
よ
う
な

花
見
が
期
待
で
き
な
い
場
合
も
。

　

　

大
蓮
池
に
沿
っ

て
桜
並
木
が
続
く
。
は
く
ち
ょ

う
橋
〜
若
松
台
セ
ン
タ
ー
へ
の

緑
道
や
、space.SU

EM
U
RA

周
辺
〜
若
松
台
中
学
へ
続
く
緑

開
発
前
か
ら
植
え
ら
れ
て
い
た

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
風
格
あ
る
古

木
が
続
く
。
▽
光
明
池
駅
か
ら

バ
ス
で
赤
坂
台
周
り
赤
坂
台
小

学
校
前
下
車
。　

　

　

泉
北
南
線
の
城
山

台
３
丁
南
交
差
点
か
ら
成
美
高

校
裏
の
大
池
周
辺
を
通
り
光
明

台
１
丁
目
に
抜
け
る
、
ひ
っ
そ

り
と
し
た
林
間
の
小
道
で
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
出

会
え
る
。
▽
光
明
池
駅
か
ら
バ

ス
で
「
城
山
台
四
丁
」
下
車
。

　

　

桃
山
学
院
大

学
に
隣
接
す
る
公
園
。
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
楽
し

め
る
。「
桜
の
里
親
事
業
」
で
市

民
が
植
え
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
も

美
し
い
花
を
咲
か
す
。

　

（
和
泉
中
央
駅
西

側
す
ぐ
）　

園
内
に
広
が
る
桜
並

木
が
美
し
い
。
高
台
か
ら
一
望

で
き
る
。
大
き
な
池
の
ま
わ
り

に
白
い
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
も
。

　

　

和
泉
中
央
駅

か
ら
北
東
へ
、
い
ぶ
き
野
３
丁

目
の
槇
尾
川
沿
い
、
上
川
橋
南

交
差
点
付
近
か
ら
泰
成
橋
南
交

差
点
付
近
の
桜
並
木
が
見
事
。

　

　

桃
山
学
院

大
学
正
門
の
正
面
左
に
あ
る
通

称
ぞ
う
さ
ん
公
園
（
は
つ
が
野

１
号
公
園
）。
１
９
７
５
年
の
完

成
当
時
に
植
え
ら
れ
た
古
木
が

園
内
い
っ
ぱ
い
に
枝
を
広
げ
、

薄
桃
色
の
花
で
埋
め
尽
く
さ
れ

る
。

　

　

桜
の
名
所
と

し
て
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
。

桜
ま
つ
り（
28
日
〜
４
月
12
日
）

期
間
中
は
露
店
が
並
び
、
夜
間

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
の

で
夜
桜
も
楽
し
め
る
。
ま
た
桜

ま
つ
り
期
間
中
の
み
Ｂ
Ｂ
Ｑ
可

能
。
▽
駐
車
場
の
特
別
期
間
中

（
20
日
〜
５
月
19
日
）
は
入
口

が
黒
鳥
山
麓
線
（
山
荘
町
側
）

へ
と
移
り
、
黒
鳥
山
麓
線
か
ら

黒
鳥
観
音
寺
線
へ
の
一
方
通
行

と
な
る
た
め
交
番
横
の
入
口
は

閉
鎖
さ
れ
る
予
定
。
駐
車
料
金

も
変
更
と
な
る
。

　

　

松
尾
寺
に
隣

接
の
公
園
。
桜
の
名
所
で
も
あ

る
松
尾
寺
か
ら
園
路
が
つ
な
が

っ
て
い
る
。

ペ
ー
ジ
ま
た
は

電
話
０
７
２
・

２
９
７
・
１
１

７
９



□

　

　

正
解
は
「
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｉ
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
高
橋
昂
也
（
東
野
西
）
▽
瀧

井
重
子
（
新
檜
尾
台
）
▽
山
本

裕
子
（
室
堂
町
）

　
　

正
解
は
「
カ
ク
テ
イ
シ
ン

コ
ク
」
で
し
た
。
次
の
３
名
に

ギ
フ
ト
券（
千
円
）を
進
呈〈
敬

称
略
〉
▽
美
野
光
夫
（
弥
生
町
）

▽
石
崎
や
よ
い
（
大
野
東
）
▽

角
本
邦
恵
（
久
野
喜
台
）

　

今
週
末
に
発
送
予
定
。

　

古
代
史
を
中
心
に
歴
史
を
学

ぶ
「
歴
史
考
古
学
の
集
い
」
が
、

21
日
の
９
時
半
〜
11
時
半
、
堺

市
総
合
福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル（
堺

東
駅
徒
歩
10
分
）
に
て
、「
命
を

つ
な
ぐ
井
戸
『
飛
鳥
時
代
〜
中

世
』」
を
テ
ー
マ
に
講
座
を
開
く
。

講
師
は
四
條
畷
市
立
歴
史
民
俗

資
料
館
館
長
、
野
島
稔
さ
ん
。

　

事
前
申
し
込
み
不
要
、
当
日

直
接
会
場
で
受
け
付
け
る
。
聴

講
費
１
回
７
０
０
円
、
別
途
年

会
費
千
円
必
要
。

　

問
い
合
わ
せ
は
柳
さ
ん
０
７

２
・
２
９
６
・
５
１
６
５
ま
た

は
０
９
０
・
６
６
０
８
・
２
２

７
９

　

４
月
５
日
２
時
〜
、
和
泉
市

の
石
尾
山
弘
法
寺
で
「
昼
下
が

り
コ
ン
サ
ー
ト　

vol.14

『
桜
の

花
が
日
に
照
る
と
、
ど
こ
か
蛙

の
卵
の
や
う
だ
』
〜
音
楽
で
聞

く
宮
沢
賢
治
〜
」
が
開
催
さ
れ

る
。
主
催
は
和
泉
市
音
楽
家
連

盟
「
音
の
和
」。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
途
絶
え
て
い
た
弘
法
寺
で

の
昼
下
が
り
コ
ン
サ
ー
ト
を
６

年
ぶ
り
に
再
開
。
バ
イ
オ
リ
ン

棚
田
め
ぐ
み
さ
ん
、
オ
ー
ボ
エ

諏
訪
園
遥
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
岡
本

百
合
子
さ
ん
。
特
別
参
加
は
渡

邊
弘
範
さ
ん
（
石
尾
山
弘
法
寺

副
住
職
）。
演
奏
曲
は
ド
ボ
ル
ザ

ー
ク
「
新
世
界
よ
り
」
ラ
ル
ゴ
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第
６
番

「
田
園
」
よ
り
、宮
沢
賢
治
「
星

め
ぐ
り
の
歌
」、
他
。

　

千
円
。
要
予
約
。
全
席
椅
子

で
50
席
。
定
員
に
な
り
し
だ
い

申
し
込
み
終
了
。
申
し
込
み
は

Ｑ
Ｒ
ま
た
は
０
８
０
・
６
１
２

０
・
９
６
２
８
（
企
画
担
当
）。

と
「
生
き
て
い
く
力
／
ム
シ
ヤ

シ
ナ
イ
」（
作
・
高
田
郁
）
の
朗

読
劇
２
本
を
上
演
す
る
。
脚
色

と
演
出
に
飯
尾
智
津
子
さ
ん
、

音
響
に
響
音
次
郎
さ
ん
の
二
人

を
外
部
劇
団
か
ら
客
員
に
招
き
、

挑
む
作
品
。
開
場
１
時
半
、
開

演
２
時
。
入
場
無
料
。
駐
車
場

な
し
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
南
区
を
中
心

に
舞
台
朗
読
の
活
動
を
30
年
以

上
続
け
、
春
と
秋
に
公
演
を
し

て
い
る
。
成
瀬
さ
ん
０
９
０
・

３
６
１
６
・
１
３
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
泉

北
ウ
ォ
ー
ク
⑭
天
野
山
金
剛
寺

コ
ー
ス
。
初
級
。
南
海
泉
北
線

泉
ケ
丘
駅
に
８
時
集
合
。
雨
天

中
止
。
会
員
外
の
人
は
事
前
に

連
絡
を
。
参
加
は
70
歳
以
下
の

　

大
阪
狭
山
市
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
で
活
動
中
。
水
彩
画
を
始

め
ら
れ
た
方
、
楽
し
く
自
分
の

作
品
を
制
作
し
た
い
方
、
初
心

者
歓
迎
、
見
学
可
。
親
切
、
丁

寧
に
指
導
し
ま
す
。
活
動
日
＝

第
１
・
第
３
火
曜
日
１
時
〜
４

時
。
会
費
＝
月
２
５
０
０
円
。

入
会
金
な
し
。
見
学
の
際
は
事

前
に
連
絡
を
。
七
里
０
９
０
・

６
０
５
０
・
４
５
５
７

　

28
日
と
29
日
、
泉
ヶ
丘
の
南

図
書
館
ホ
ー
ル
に
て
、
朗
読
サ

ー
ク
ル「
ぐ
る
〜
ぷ
・
わ
い
」が
、

第
40
回
公
演
「
本
当
の
帰
る
場

所
へ
／
山
桜
」（
作
・
藤
沢
周
平
）

駐
車
場
な
し
。

近
隣
に
コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
あ

り
。 

〔
髙
見
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

17
日
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
〜
、

栂
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室
で

開
催
。
テ
ー
マ
は
「
鎌
倉
時
代

の
泉
州
河
内
」。会
費
５
０
０
円
。

歴
史
講
座
の
会
０
７
２
・
２
９

７
・
０
１
０
６

　

桃
山
学
院
大
学
は
24
日
10
時

〜
３
時
、
高
校
生
・
中
学
生
を

主
な
対
象
と
し
た
体
験
型
進
路

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ま
な
び
フ

ェ
ス
タ
２
０
２
６
」
を
開
催
す

る
。
会
場
は
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス

お
よ
び
大
阪
・
あ
べ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
。「
自
分
の
興
味
の
あ
る
学

問
を
発
見
す
る
」
こ
と
を
目
的

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　

進
路
選
択
に
お
い
て
は
、「
興

味
の
あ
る
テ
ー
マ
が
ど
の
学
部

で
学
べ
る
の
か
分
か
ら
な
い
」

「
こ
の
学
部
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
実
は
別
の
学
部
の
方
が
適

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
」な
ど
、

学
部
選
び
の
難
し
さ
が
あ
る
。

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
あ
え
て
学

部
名
を
伏
せ
、
文
系
・
理
系
を

横
断
し
た
40
以
上
の
講
座
（
１

限
〜
５
限
）
を
用
意
。
参
加
者

は
〝
テ
ー
マ
〞
だ
け
を
手
が
か

り
に
講
座
を
選
び
、
授
業
内
で

関
連
す
る
学
部
の
紹
介
を
受
け

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
先

入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
学
ぶ
こ
と

で
、
自
分
で
も
気
づ
い
て
い
な

か
っ
た
興
味
や
、
潜
在
的
に
関

心
の
あ
る
学
問
分
野
を
知
る
き

っ
か
け
を
提
供
す
る
。
模
擬
授

業
を
通
し
て
、
進
路
や
学
部
選

択
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
も
ら

う
狙
い
だ
。

　

一
部
講
座
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
実
施
し
、
各
会
場
か
ら
別
会

場
の
講
座
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受

講
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　

参
加
費
無
料
。事
前
予
約
制
。

先
着
順
。
定
員
に
達
し
次
第
締

め
切
り
。
複
数
講
座
受
講
可
。

詳
細
、
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ

人
。
福
田
（
員
）
さ
ん
０
８
０
・

３
７
９
６
・
３
６
５
９

ー
ジ
か
ら
。
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堺
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が

２
０
２
７
年
１
月
11
日
に
栂
文

化
会
館
ホ
ー
ル
で
公
演
予
定
の

第
12
回
「
Aア

イI
ア
ム 

ア 

フ
レ

ン
ド
」
の
出
演
者
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
を
開
催
中
。
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
（
参
加
費
無
料
）
の
応
募

資
格
は
小
学
１
年
生
か
ら
18
歳

く
ら
い
ま
で
の
男
女
。
会
場
は

F
S
ア
カ
デ
ミ
ー
栂
・
美
木
多

校
。
土
曜
11
時
か
ら
13
時
の
間

で
要
相
談
。
都
合
の
悪
い
場
合

は
別
日
開
催
可
能
。

　

当
演
目
は
未
来
治
療
を
信
じ

て
コ
ー
ル
ド
ス
リ
ー
プ
し
た
少

女
が
１
０
０
年
後
の
世
界
で
A 

I
と
出
会
い
、
人
間
と
A
I
の

友
情
を
描
く
物
語
。
同
団
体
は

子
ど
も
た
ち
に
表
現
力
、
創
造

力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、

自
己
肯
定
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
目
標
に
２
０
１
４
年
に
設

立
。
毎
公
演
30
名
を
超
え
る
子

ど
も
達
で
作
品
を
作
り
上
げ
る
。

「
初
心
者
大
歓
迎
で
す
」
と
主

催
者
の
古
賀
さ
ん
。
レ
ッ
ス
ン

は
毎
週
土
曜
13
時
〜
16
時
、
F 

　

大
阪
狭
山
市
大
野
台
に
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
「
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
（
ガ

ク
）」
０
７
０
・
９
０
５
４
・
７

６
１
１
が
昨
年
開
学
し
た
。
同

空
間
な
ど
塾
だ
か
ら
で
き
る
学

習
サ
ポ
ー
ト
や
生
活
を
支
援
す

る
。

　

開
室
日
は
月
水
金
10
時
〜
14

時
半
。
見
学
や
体
験
、
そ
の
ほ

か
の
質
問
な
ど
「
お
気
軽
に
お

　

　

深
阪
南
に
あ
る
「
彩
フ
ラ
イ 

か
つ
の
ね
」
は
、
多
彩
な
フ
ラ

イ
を
そ
ろ
え
る
専
門
店
。
店
名

の
「
彩
」
に
は
、
忙
し
い
日
々

を
送
る
主
婦
の
味
方
と
し
て
、

仕
事
帰
り
に
そ
の
日
の
気
分
に

合
っ
た
フ
ラ
イ
を
持
ち
帰
る
だ

け
で
、食
卓
が
パ
ッ
と
華
や
ぎ
、

家
庭
の
温
も
り
あ
る
〝
彩
り
〞

に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
を
込
め

る
。「
か
つ
の
ね
」
は
、
こ
め
油

で
揚
げ
た
カ
ツ
を
頬
張
っ
た
瞬

間
に
響
く
サ
ク
サ
ク
と
い
う
音

を
表
現
。
ひ
ら
が
な
表
記
に
し

た
の
は
、
小
さ
な
子
ど
も
で
も

読
み
や
す
く
親
し
み
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
と
。〔
元
村
〕

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」
と
、

塩
見
さ
ん
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

S
ア
カ
デ
ミ
ー
栂
・
美
木
多
校
。

詳
し
く
は
Q
R
コ
ー
ド
を
。
堺

　

金
剛
駅
東
口
か
ら
徒
歩
４
分

の
「
小
顔
美
療
整
体
サ
ロ
ン
Ａ

Ｑ
Ｕ
Ａ

－

Ｂ
」
０
７
２
・
３
６

０
・
０
５
５
０
で
は
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
３
周
年
を
迎
え
た
。
昨
年

の
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
好
評

に
応
え
て
今
年
も
記
念
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。

　

「
切
ら
な
い
入
れ
な
い
小
顔

こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
（
F
S

ア
カ
デ
ミ
ー
内
）

０
９
０
・
３
８

６
２
・
９
６
３

６ 

〔
元
村
〕

リ
フ
ト
」
は
、
脂
肪
吸
引
や
糸

リ
フ
ト
な
ど「
切
る
」「
入
れ
る
」

の
美
容
整
形
に
抵
抗
が
あ
る
人

の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
美
顔
リ

フ
ト
ア
ッ
プ
術
。
年
齢
と
と
も

に
目
立
っ
て
き
た
た
る
み
な
ど

緩
ん
で
し
ま
っ
た
フ
ェ
イ
ス
ラ

イ
ン
を
根
本
か
ら
改
善
す
る
。

小
顔
矯
正
・
姿
勢
改
善
で
定
評

あ
る
「
た
く
先
生
」（
鍼

師
・

柔
道
整
復
師
）
が
痛
み
の
な
い

施
術
で
骨
格
の
土
台
か
ら
引
き

上
げ
る
。

　

４
月
末
ま
で
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
見
て
」
と
の
予
約
で
通
常
２

万
２
千
円
が
65
％
オ
フ
の
７
７

０
０
円
に
。
同
時
に
整
体
ま
た

は
美
容
鍼
プ
ラ
ス
で
９
８
０
０

円
の
お
得
メ
ニ
ュ
ー
も
。
メ
ニ

ュ
ー
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

営
業
時
間
10
時

〜
19
時
。
不
定

休
。 

〔
横
山
〕

市
で
民
間
の
学

習
塾
が
設
立
し

た
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
は
初
め
て
。

現
在
、
小
学
４

年
生
〜
中
学
３

年
生
を
対
象
に

利
用
者
を
募
集

し
て
い
る
。

　

教
員
歴
20
年
、

教
育
セ
ン
タ
ー

で
４
年
務
め
現

役
教
員
の
塩
見

陽
介
さ
ん
が
担

当
。
個
別
学
習

ド
か
ら
。 

 

〔
横
山
〕

　

室
堂
町
北
交
差
点
近
く
に
、

韓
国
料
理
店
「
ジ
ン
ミ
ダ
ン
」

（
池
田
下
町
）
０
７
２
５
・
34
・

３
４
７
８
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

24
年
ま
で
韓
国
に
住
ん
で
い

た
日
韓
夫
婦
の
柳
さ
ん
。
韓
国

人
の
夫
、
韓
国
料
理
に
魅
了
さ

れ
韓
食
調
理
技
能
士
を
取
得
し

た
妻
が
営
む
本
場
の
味
を
楽
し

め
る
店
。
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ナ

ー
で
も
あ
る
夫
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
店
内
は
明
る
く
カ
フ
ェ
の
よ

う
な
お
し
ゃ
れ
な
空
間
だ
。

　

「
素
材
が
持
つ
本
来
の
お
い

し
さ
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
化
学
調
味
料
は
一

切
使
用
し
な
い
。
材
料
は
極
力

国
産
ま
た
は
韓
国
産
。
料
理
に

使
う
ソ
ー
ス
は
時
間
と
手
間
を

か
け
て
全
て
手
作
り
す
る
。

　

メ
イ
ン
・
ス
ー
プ
・
小
鉢
５

品
（
一
部
３
品
）
が
つ
く
プ
レ

ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
（
定
食
）
１
６

５
０
円
〜
が
人
気
。
メ
イ
ン
の

お
す
す
め
は
チ
ー
ズ
タ
ッ
カ
ル

ビ
。
そ
の
他
、
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
チ

キ
ン
、
海
鮮
ス
ン
ド
ゥ
ブ
、
石

焼
き
ビ
ビ
ン
バ
、
牛
肉
＆
海
鮮

チ
ャ
プ
チ
ェ
、
冷
麺
な
ど
。
昼

も
夜
も
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
、
同
じ

値
段
な
の
も
う
れ
し
い
。単
品
、

キ
ッ
ズ
メ
ニ
ュ
ー
あ
り
。
カ
フ

ェ
メ
ニ
ュ
ー
は
日
本
の
か
き
氷

と
は
違
う
味
わ
い
の
「
韓
国
か

き
氷（
ビ
ン
ス
）」が
い
ち
お
し
。

ふ
わ
ふ
わ
の
氷
の
上
に
き
な
粉

や
小
豆
、
マ
ン
ゴ
ー
を
ト
ッ
ピ

ン
グ
。
食
事
を
注
文
し
た
人
は

追
加
料
金
で
ミ
ニ
ビ
ン
ス
も
。

11
時
〜
21
時
。
15
時
〜
17
時
は

カ
フ
ェ
営
業
の

み
。
予
約
は
17

時
以
降
の
み
。

火
休
。 〔
髙
見
〕



　

天
然
温
泉
「
ス
パ
・
リ
フ
レ
」

（
光
明
台
そ
ば
）
０
７
２
・
２

８
４
・
２
６
２
６
は
、
今
年
で

24
年
目
を
迎
え
る
地
域
に
根
ざ

し
た
温
浴
施
設
。

　

平
日
は
シ
ニ
ア
層
、
休
日
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
中
心
に
に
ぎ
わ

う
。
同
館
自
慢
の
源
泉
「
光
明

の
湯
」
は
、
全
国
で
も
数
少
な

い
高
張
性
・
中
性
温
泉
で
、
成

分
を
豊
富
に
含
み
な
が
ら
も
肌

あ
た
り
は
や
さ
し
い
。
と
ろ
み

の
あ
る
泉
質
で
浸
透
性
が
高
く
、

鉄
分
が
酸
化
し
て
茶
褐
色
の
湯

色
。
神
経
痛
、
関
節
炎
、
冷
え

性
な
ど
幅
広
い
効
能
が
期
待
さ

れ
湯
治
と
し
て
通
う
人
も
。
保

湿
や
美
肌
効
果
、
湯
冷
め
し
に

く
い
特
徴
か
ら
健
康
増
進
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
求
め
る
リ
ピ
ー

タ
ー
が
多
い
。露
天
源
泉
風
呂
、

歩
行
湯（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
バ
ス
）、

女
性
専
用
マ
ッ
サ
ー
ジ
バ
ス
、

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
温
浴
、
打
た
せ

湯
な
ど
多
様
な
浴
槽
が
そ
ろ
う
。

週
２
回
通
う
80
代
男
性
は
、
脚

力
維
持
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

バ
ス
が
お
気
に
入
り
。
滞
在
時

間
は
毎
回
約
４
時
間
と
い
う
。

　

毎
日
通
う
常
連
客
に
う
れ
し

い
特
典
が
あ
る
。
入
浴
回
数
券

（
11
枚
つ
づ
り
８
千
円
）
を
１

冊
購
入
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
シ
ー

ル
が
１
枚
も
ら
え
る
。
15
枚
集

め
る
と
回
数
券
１
冊
と
入
浴
招

待
券
２
枚
（
計
13
回
分
）（
通
常

９
６
０
０
円
相
当
）
が
進
呈
さ

れ
る
。
10
時
〜
24
時
（
最
終
受

け
付
け
23
時
）・入
浴
料
は
平
日
・

土
日
祝
と
も
に
大
人
８
０
０
円
、

　

金
剛
駅
徒
歩
４
分
の
地
で
、

「
エ
ア
ー
ズ
シ
テ
ィ
金
剛
」
の

開
発
が
進
ん
で
い
る
。
全
53
区

画
、
全
邸
１
４
５
平
方
メ
ー
ト

ル
超
と
い
う
規
模
と
、
ゆ
と
り

を
兼
ね
備
え
た
街
づ
く
り
は
こ

の
エ
リ
ア
で
30
年
ぶ
り
。
駅
近

立
地
で
は
希
少
性
の
高
い
分
譲

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
関
心
を

集
め
て
い
る
。

　

３
月
13
日
に
造
成
完
了
予
定

で
、
建
築
は
６
月
か
ら
順
次
始

ま
る
見
込
み
。
病
院
や
買
い
物

施
設
も
身
近
に
あ
り
、
生
活
利

便
に
も
優
れ
る
。
さ
ら
に
、
セ

コ
ム
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

標
準
採
用
し
、
防
犯
面
に
も
配

慮
。
駅
近
、
広
さ
、
安
心
を
備

え
た
新
た
な
街
が
誕
生
す
る
。

　

現
在
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
も
公

子
ど
も
４
０
０

円
。
※
現
金
の

み
・
無
休
、
駐

車
場
あ
り
。

開
中
。
フ
ジ
住

宅
０
１
２
０
・

24
・
０
４
１
３

 

〔
横
山
〕




